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平
成
18
年
７
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

等
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
と
き
に
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料

の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
・
一
部
納
付
制
度

　

今
ま
で
の
免
除
制
度
は
、
全
額
免

除
制
度
と
半
額
納
付
制
度
（
保
険
料

額
６
、９
３
０
円
）
の
２
種
類
で
し

た
が
、
７
月
か
ら
、
４
分
の
１
納
付

制
度
（
保
険
料
額
３
、
４
７
０
円
）

と
４
分
の
３
納
付
制
度
（
保
険
料
額

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
公
共
下
水
道
工
事
は
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
幹
線
管

渠
工
事
と
面
整
備
の
管
渠
工
事
を
行

い
ま
す
。

　

工
事
の
た
め
、
交
通
規
制
が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
／
７
月
１
日
g
〜
平
成
19

年
３
月
25
日
a
（
予
定
）

工
事
区
域
／
旭
市
ロ
の
東
町
・
網
戸

地
区
の
一
部
、
大
正
道
路
東
側
で
Ｊ

Ｒ
総
武
本
線
南
側
の
周
辺
約
４
・
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
（
区
域
内
の
市

道
等
に
汚
水
管
を
埋
設
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

下
水
道
課　

1
62̶

５
３
５
７

公
共
下
水
道
工
事

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

保
険
年
金
課
年
金
班

　

1
62̶
５
３
３
２

海
上
支
所
住
民
室

　

1
55̶

３
１
１
４

飯
岡
支
所
住
民
室　

　

1
57̶

３
１
１
５

干
潟
支
所
住
民
室　

　

1
68̶

１
０
７
５

佐
原
社
会
保
険
事
務
所

　

1
０
４
７
８̶

55̶

１
６
６
１

１
０
、４
０
０
円
）
が
新
た
に
加
わ

り
、
４
種
類
に
な
り
ま
し
た
。

　

申
請
免
除
で
き
る
方
は
、
本
人
と

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
全
員
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
要

件
と
な
り
ま
す
。

●
所
得
が
基
準
額
以
下
の
方
（
※
別

表
参
照
）

●
失
業
、
事
業
の
廃
止
、
天
災
な
ど

に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
方

●
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
の
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下

の
方

●
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以

外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

●
特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
て
い
る

方
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
所
得
が
少
な
く
保
険
料
を

納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　

大
学
や
専
門
学
校
等
の
学
生
の
方

で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
１
１
８
万

円
以
下
の
場
合
は
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の
（
納
付
書
等
）

●
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

不
要
）

●
失
業
な
ど
の
場
合
は
、
そ
の
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類
（
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
写
し
等
）

●
学
生
の
方
は
、
学
生
証(

コ
ピ
ー

可)

ま
た
は
在
学
証
明
書
（
継
続

申
請
の
方
は
省
略
で
き
ま
す
）

●
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
年
ま
た
は

前
々
年
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類

〈別表〉　免除基準額の目安

世帯構成 全額免除
一部納付

半額納付 3/4納付1/4納付

４人世帯
（夫婦、子ども２人）

１６２ ２８２ ３３５２３０

２人世帯
（夫婦のみ）

０９２ １９５ ２４７１４２

単身世帯 ０５７ １４１ １８９０９３

単位：万円

※前年の所得で審査します

〈
規
制
方
法
〉

●
工
事
期
間
中
は
、
片
側
交
互
通
行

ま
た
は
、
迂
回
路
を
設
け
て
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
。

●
大
正
道
路
内
の
横
断
工
事
等
の
際

一
部
で
夜
間
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
工
事
区
域
内
の
一
部
の
狭
い
道
路

で
は
全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

●
昨
年
度
、
管
渠
を
埋
設
し
た
旭
市

ニ
の
袋
地
区
加
納
院
東
側
周
辺
区

域
に
つ
い
て
も
、
舗
装
復
旧
工
事

を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　

渋
滞
等
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

迂
回
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


